
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■いまこそ大切に考えたい、英語教室選び 

「ウチの子の英語力って、本当に伸びているのかしら？」。

そう思われたことはありませんか？「外国人に慣れて楽し

そう」とか「小さいうちから英語に親しめば、話せるように

なるかも」といった安易なイメージで選びがちになる英語

教室。でもそんな間違いだらけの教室選びの結果、大きな

後悔をされる保護者さまが後を絶たないのも事実です。 

たとえば、ネイティブ講師による英会話教室。「外国人に

慣れて楽しそうだけど、『読む』『書く』がさっぱり」「学

習の成果や達成度が分からない」「学校の英語が嫌いにな

ってしまい、元も子もない」など、お子様を英語教室に通

わせたものの、後になって落とし穴に気づかれる方が数多

くいらっしゃいます。 

■コミュニケーション英語を身につけよう 

逆に受験英語に取り組む教室では、「読み」「書き」や文法

にかたよるあまり、「聞く」「話す」がおろそかに。その結

果、世界に通用する英語能力、すなわち真のコミュニケー

ション英語は身につきません。 

下のグラフのように、先に「コミュニケーション英語」に力

を入れて取り組んだ韓国にＴＯＥＩＣ®(トーイック)で大差を

つけられているのが日本の英語教育の現状なのです。 

■新しい時代の英語教室の要件とは 

コミュニケーション英語の先進国である韓国の成功例から、

英語教室選びに必要な要件が見えてきます。 

●グローバル社会を生きていくために必要な真のコミュニ

ケーション英語は「聞く」「話す」「読む」「書く」の 4 技能

のバランス良い習得によって身につきます。 

●これからの時代、ＴＯＥＩＣ®やＴＯＥFL®(トーフル)等とシーム

レスにつながる国際基準の達成度評価は必須です。 

●どのレベルからでも始められ、楽しく意欲的に、自分自

身のペースで、自立的に取り組める英語学習が必要です。 

だからこそ              をおすすめします！ 

ネイティブの発音を聞いて発声し、発声した単語を繰り返し書いて覚える。

覚えた単語を使って英文を読み、内容を理解しているか英語で質問に答え

確認する。「聞く」「読む」「話す」「書く」の総合的な学習により、大学入試

にも導入が検討されているＴＯＥＩＣ®やＴＯＥFL®対策にも有効なのです。 

レッスン動画、受講生の声などをご紹介 

■小2の保護者さま 

1歳からネイティブの先生の、遊んだり、料理

したりという英会話教室に通っていました

が、実践で全く使うことができない会話力や

書く力がショックでした。レプトンでは受講

1ヵ月もたたないのに、スペルを正しく書け

るようになったことにまず驚きました。ま

た、分からない単語が出てくると辞書で調べ

るなど、積極的に学ぶ姿勢に変わりました。 

■小3の保護者さま 

中1の姉の英語の教科書を見て、単語の意味を

次から次へと言っているのに驚きました。 

■小4の保護者さま 

JET1級と英検3級に合格しました。今、Ｔ

ＯＥＩＣ Bridge®と英検準2級を勉強中です。 

■小5の保護者さま 

外国人から「発音がいい」と言われました。

お店の看板、チラシ、洋服などの英語が理解で

きたり、「あれはどういう意味？」と疑問を持っ

たり、自分で調べたりするようになりました。 

■中1の保護者さま 

中学校の定期試験では、1学期の中間が92点、

期末が98点、2学期の中間が99点でした。「次

は100点取りたい」と言っています。 


